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令和４年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立渕江第一小学校 

校長    大森 千里    

１ 学校教育目標 

考える子  思いやりのある子  鍛える子  よく働く子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

「子供が大切にされる学校」＝「信頼される学校」である 

・子供の知を大切にする学校（学力定着と向上、自らわかる喜びと学ぶ意欲の達成） 

・子供の徳を大切にする学校（豊かな心、思いやりの心、いじめを起こさない心の体得） 

・子供の体を大切にする学校（たくましい体、自ら鍛える意欲、心身ともに健やかに育成） 

○児童・生徒像 

・考 え る 子 (基礎的基本的な学力と自ら学ぶ力や判断力を身に付けた子) 

・思いやりのある子 (多様な考えを認め合い、他を思いやる心を身に付けた子) 

・鍛 え る 子 (運動に親しみ、心身を鍛え、健康で安全な生活を目指す子) 

・よ く 働 く 子 (自己責任を果たす態度や協力する態度を身に付けた子) 

○教師像 
・社会人として常識のある教師  （服務に厳しく、誰からも信頼される存在） 

・教育公務員として専門性のある教師（児童理解、教材研究、指導技術を追究する存在） 

・教 育 愛 と 使 命 感 の あ る 教 師  （特別支援教育を理解し、推進できる存在） 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
○国語教科書繰り返し音読の継続的実施や板書方法の改善（共書きの習慣化）など、基礎学力定着の基盤となる「言葉の力（＝文章を正しく読む力）」

の育成に向けて授業方法の改善に取組み成果が得られました。児童の学習の様子にも変容が見られます。引き続き各教科を通して「言葉の力」の育成

を進めるとともに、研究授業を中心とする国語の授業改善（説明的文章の指導）に取り組みます。読書指導のさらなる充実が課題です 

○足立区や東京都、全国の学力調査結果の分析に基づいて、児童がつまずきやすい学習内容の指導方法工夫・改善を図ります。SP 表を活用し、①多く

の児童がつまずく学習内容、②特別な学習支援が必要な児童を把握します。AI ドリル等を活用して指導方法の最適化を図り、学校全体で組織的・計

画的に基礎的学習内容の定着を進めていきます。特に、学習の積み残しが顕著な児童への指導の充実を図ります。 

○各教科の授業・学級経営・学校行事の充実を通して、自己肯定感・自己有用感の向上に取り組みます。「よりよい学校生活と友達づくりのためのアン 

ケート調査（hyper-ＱＵ）」の分析結果を学級経営に有効活用します。 

○校庭・体育館の改修工事が完了しました。よい環境を十分に活用して、ケガの防止・体力増進に取り組みます。 

○保護者・地域との連携・協力の在り方を工夫し、開かれた学校づくりに努めます。学校ホームページをよりアクセスしやすいメディアに改善するとと

もに、学校メール配信システムやタブレットを有効に活用し、保護者との協力関係を強化します。 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R2 R3 R4 R5 R6 

１  学力向上アクションプラン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 



 ２ 

２ 心の健康づくり(心も体も健全育成を図る) ◎ ◎ ○ 〇 ○ 

３ 体の健康づくり(心も体も健全育成を図る) ○ ○ ◎ ◎ ◎ 
 
 
 
 

５ 令和４年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

国語・算数の基礎的・基本的な学
習内容の定着 

令和 4 年 2 月予備調査 (現学
年内容) 目標値の達成率 
全学年 国語 80%以上 

  算数 80%以上 

国語  ６４．２％ 
算数  ６２．５％ 

国語、算数とも達成基準を下回った。業間、
放課後等を利用した補習が課題。 

△ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象・ 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１
新
規 

説 明 的 文

章 に 関 す

る 授 業 の

充実 

全学年・

国語 
通年 

説明的文章指導の渕一方

式確立に向けて１８回の

授業研究を実施。 

・説明的文章

に関する指

導の手立て

の共通理解

と実施 

・２月予備調

査結果 

・国語を担当す

る教員全員

が研究の成

果に基づく

授業を実施

する。 

・全学年で国語

の平均正答

率を区平均

以上にする。 

研究授業実施１８回 

（渕一方式国語） 

・朝学習・家庭学習

での繰り返し音読 

・全文シート活用 

・単元を見通す学習 

区プレ調査（２月）

正答率は平均に至ら

ず。 

・授業中の児童の主

体的な学習が多く見

られるようになっ

た。 

研究推進委員会を中

心に一貫した研究授

業ができた。渕一方

式の定着をより確か

にしたい。 

◎ 



 ３ 

２ 

「 言 葉 の

力」を育て

る 指 導 の

充実 

全学年・

全教科 
通年 

・全教員による共書き板書 

・「つなぎ言葉一覧表」の

活用、及び、文の意味を

正しく掴むためのこと

ば指導を実施（教科を問

わない）。 

管理職による

授業観察と指

導・助言 

・全教員が共書

き板書と「つ

なぎ言葉一

覧表」活用

100％ 

・実質的な活用率 

６０％ 

・教員が言葉に対す

る注意深さを高める

ことにつながってい

る。 

・「つなぎ言葉一覧

表」を使いやすく改

善することが課題 

○ 

３ 

読 書 活 動

の充実 

全学年・

全教科 
通年 

・年間 2回の読書旬間毎に

推薦図書リストを作成、

活用する。 

・調べる学習コンクール 3

～6年生で参加 

・学年の推薦

図書を読ん

だ冊数 

・調べる学習 

コンクール

入賞者数 

・全員が学年の

推薦図書を5

冊以上読む 

・コンクールへ

の出品数 

推薦図書リストが完

成。活用中。 

東京都のコンクール

入賞者数２名 

学校図書館の利用促

進、推薦図書リスト

の教員間共通理解が

課題 

◎ 

４ 
朝学習 

パワーアッ

プタイム 

全学年 

国語・算

数 

通年 

週 3 回 

（火・

水・金） 

8 時 25

分 

～ 8 時

40 分 

【指導体制】担任・専科教員 

【取組のねらい】学習に楽し

さを感じさせるとともに、

学習内容の定着を図る。 

【使用教材】各学年で年度当

初検討する。「言葉の力」

を高める学習活動や教材。 

・ＡＩドリルを全学級完全活

用 

・学力向上委

員会による

カリキュラ

ム開発と実

施 

・各教室で管

理職等によ

る実施内容

確認と児童

観察 

・ＡＩドリル

100％活用 

・αドリル全学

級活用 

・カリキュラム

に準拠した内

容での完全実

施 

 

・ＡＩドリル 100％活

用（1年を除く） 

・αドリル全学級活

用 

・カリキュラム検討

継続 

朝学習のカリキュラ

ムは、ＡＩドリル・

αドリル・音読のバ

ランス最適化が課題 

◎ 



 ４ 

５ 放課後学習 

区学力調

査等で目

標値未通

過の児童

（4 層分

析の CD

層相当） 

国語・算

数 

通年 

週 3 回 

15 時 20

分 か ら

（ 低 学

年 は 下

校 指 導

後から）

25 ～ 40

分 間 程

度  

【指導体制】月・金は学年体

制、火・木は各学級 

学年担当の専科教員が入

り担任不在時カバーする 

【取組のねらい】学習のつま

ずき解消 

【使用教材】 

・C 層児童には 

ＡＩドリルを活用し、児童

のつまずき解消に努める。 

・D 層児童には 

教員による丁寧な個別指

導を行う 

 

Ｃ層とＤ層の

児童の国語・

算数の基礎的

内 容 の 定 着

（２月予備調

査） 

２月予備調査達

成率８０%以上 

・特にＤ層の児童を

対象に実施。指導目

標の明確化を意識し

た実施。 

・２教科で達成率 

    ６３．４％ 

・全学級に定着して

いる。 

・効率的な実施と、

働き方改革の中で、

諸会議等と放課後指

導のバランスが課題 

◎ 

６ 
かけ算九九

テスト 

2 年生～6

年生 

年間 

2 回 7 月

と 12 月 

 

【指導体制】担任 

【取組のねらい】かけ算九九

の完全な定着 

【方法等】75%未満の児童は

担任と算数少人数指導担

当者が補習する。特に 2

年生は、ＡＩドリルを活用

する。1 月以降専科教員等

が授業を支援し個別の対

応を図る。 

かけ算九九テ

スト（９月と

１２月） 

2 年生以上 

学年かけ算九九 

満点率 80％ 

12 月実施の九九テス

ト満点率７５％ 

ＡＩドリル他タブレ

ットを活用した。取

組みは継続する。 

△ 

 
 
 

重点的な取組事項－２ 心の健康づくり(心も体も健全育成を図る) 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

充実感・満足感の高揚と、自己肯定感（低
学年）・自己有用感（高学年）の育成 

児童・保護者による意識調査 
      肯定的回答 85%以上 

児童による意識調査 
肯定的回答７２．１％ 

保護者による意識調査 
     肯定的回答  ６８％ 

学校と保護者が連携し
て、行事等の充実を図
り、充足感・満足感等
を高めていくことが課
題。 

〇 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 



 ５ 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

望ましい生活習慣の

確立 

・児童・保護者による意
識調査関連項目で肯
定的回答 80%以上 

・遅刻が継続する児童を 

各学級 1 名以下に減

少。 

・「渕一の子の学習のきまり」
の徹底 

・「生活調べ」実施や遅刻調査
等結果を指導に活用 

・学校だよりやメール配信シ

ステム等を活用した保護者

の啓発 

・月ごとの遅刻調査からのフ

ィードバック 

・生活調べ実施。挨拶が進んでで

きる児童が増加。 

・月ごとの遅刻調査を年間実施し

指導に活用。 

・管理職や生活指導部から朝礼で

の講話、指導を実施。 

・健康管理や交通事故防止等につ

いてメール配信により保護者を啓

発した。 

・落ち着いた雰囲気の

中で教育活動が進んで

いる。 

・遅刻者の減少は継続

的課題。 ○ 

児童相互、児童と教
員の望ましい人間関
係の構築 

・児童アンケー調査関連
項目で肯定的回答
80％ 

・「hyper-ＱＵ」の分析結果を
学級経営に活用 

・相談箱や教育相談室の活用
など教育相談活動の活性化 

・児童アンケー調査関連項目 
肯定的回答９４．４％ 

・「hyper-ＱＵ」要支援児童を把握
し、担任が面談。 
・ＳＣと管理職・担任との連携が
充実している。 

落ち着いた学級経営が
できている。教員は人
権尊重を意識した指導
を継続的に実施してい
る。 

○ 

いじめ等の早期発見
と早期解決 

・いじめ等発見後 1ヶ月
以内に解決する。 

・いじめ防止基本方針の徹底 
・「渕一版トラブル対応マニュ

アル」のフル活用 

・いじめの認知以降、速やかにケ
ース会議を実施し、事実確認、保
護者との連携、支援と指導を実施
できた。 
・「渕一版トラブル対応マニュア
ル」が定着。対応の遅れは減少。 

オリ・パラレガシーを
活用して講師を招くな
ど、道徳教育を充実さ
せたい。 ◎ 

不登校の未然防止と

早期解決 

・不登校児童を前年比 

70％に減少 

・教職員間連携と、SC、SSW、
チャレンジ学級との連携 

・不登校児童数の減少は難しかっ
たが、各児童の生活状況改善は図
られている。 
・不登校児童への支援、問題の解
決に向けて、ＳＣ、チャレンジ学
級、福祉事務所、児童相談所、医
療機関と継続的に連携。 
 

・リモート学習や登校
支援ボランティアを活
用して、児童の支援を
継続する。 
・保護者との連携を強
化したい。 

○ 

特別支援教室と学級
との連携推進(発達
障害等の理解推進) 

・学級における指導と特

別支援教室の整合性

と一貫性の確保に向

けた校内委員会（年間

10回以上） 

・校内委員会での情報交換と
指導方針の共有 

・発達障害等に関する校内研
修 

・ユニバーサルデザインの活

用 

・校内委員会 7回実施 

・ユニバーサルデザインについて

の校内研修会を実施。 

・特別な支援を必要とする児童の

支援スタッフとして、空き教員が

常時待機する体制を確立。 

「どの児童にも子供に

あった特別な支援を提

供する」という意識の

定着に向けて教員の力

量を高めていく。 

◎ 

 
 



 ６ 

重点的な取組事項－３ 体の健康づくり(心も体も健全育成を図る) 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

健康についての児童・保護者の意識向上
と体力向上 

児童・保護者による意識調査関連項目
で肯定的回答 80%以上 

児童による意識調査 
肯定的回答７８．３％ 

保護者による意識調査 
    肯定的回答８４．９％ 

概ね良好な結果を得
た。休み時間の運動量
を増やすことが課題。 

◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

体力の向上 
東京都体力調査項目で
区の平均以上。 

・人工芝のメリットを生かし
た運動量と運動時間の確保 

東京都体力調査項目で区の平均以

上には至らないが、人工芝を生か

して校庭体育の実施回数及び休み

時間の運動は増加、運動量を確保

した。 

体育の授業で、体力向

上に向けた指導のねら

いを名威嚇化すること

が課題。 

○ 

体育授業等における

運動量の確保とケガ

の防止 

・体調不良による欠席者
とケガによる保健室
来室者の減少 

・人工芝のメリットを生かし
た運動量と運動時間の確保
（再掲） 

・持久走記録会に向けた練習
の充実 

・人工芝の特性の理解と安全
指導 

・感染拡大は回避した。 

・児童の健康状態をメール配信し

保護者との連携を図った。 

・ケガによる保健室来室児童は前

年比４０％未満。 

・校庭人工芝化に起因する事故や

ケガは５名以下。 

・マスクの着用、手指

消毒、換気の徹底によ

り、感染拡大は抑制で

きた。 

・人工芝化によって怪

我が大幅に減少したと

考えられる。 

◎ 

オリンピック・パラ

リンピック教育の推

進と充実 

・児童・保護者による意

識調査関連項目で肯

定的回答 80%以上 

・運動選手による実技指導や

講演会等の実施 

・福祉や国際理解に関する学

習の充実 

・児童による意識調査関連項目 
肯定的回答８５．８％ 

・保護者による意識調査関連項目
肯定的回答６４％ 

・パラリンピック選手を講師とし
て招き、道徳授業を実施。（対象は
５・６年生） 

低学年も含め、人権教
育や道徳教育の充実に
運動選手を招くことを
学校のレガシーとして
いく。 

○ 

健康づくりに関する

児童と保護者の意識

向上 

・歯科受診率 60％%以上 

・児童・保護者による意

識調査 食育に関する

項目で肯定的回答 

80％以上 

・メール配信システム等広報
の活用による保護者の啓発 

・ＰＴＡや企業と連携した健
康に関する学習の場の設定 

・栄養士・食育リーダー・養
護教諭等の連携による食育
指導の充実 

・歯科受診率５０％%未満 

・児童・保護者による意識調査 

関連項目肯定的回答 

児童 ９３．３％ 

保護者８４．９％ 

・児童の健康状態（イ

ンフルエンザ）をメー

ル配信し保護者との連

携を図った。 ◎ 

 
 
 



 ７ 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

○ 学力向上アクションプラン 

【課題】 

・全学年を通して、文を読む・書く力に課題がある。文を正しく読む力は、国語以外の教科でも学習の基礎の力となる重要な能力であるため、「言葉の

力」を向上させることが最重要課題である。 

・かけ算九九の定着に課題がみられる。 

【対策】 

・全教科の授業を通して、授業冒頭の問題提示の場面で問題をよく読み内容を取り出す力の徹底を図る。また、共書き板書を継続する（学力向上委員会）。 

・国語の授業では、校内研究授業を通して文学的文章と説明的文章の教材を分析し、渕一方式（前掲）の定着と徹底を図る（研究推進委員会）。 

・推薦図書リストを活用して読書活動を推進するとともに、特に高学年で「調べる学習」に学校図書館の利用を推進する（学校図書館部）。 

・補習学習では、短い文を書く課題を出し、文を書いたり読んだりすることに慣れさせる。 

・専科教員を各学年に配置し、担任とともに、授業間や放課後学習を活用してかけ算九九の定着を徹底する。 

〇自己肯定感・自己有用感の育成  

【課題】 

・生活規律の徹底を図り、遅刻児童を減少させることが課題である。 

・不登校児童を減らすこととその支援の充実が課題である。 

【対策】 

・月ごとの遅刻調査結果を活用して担任等から指導を行うとともに、遅刻者の減少に向けて学校だよりやホームページ等を通して保護者と連携協力する。 

・当該児童の生活リズムを確立し、登校に数が増加するように関係機関と連携協力するとともに、タブレット等を活用して学習を保障する。 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 新型コロナウィルス感染のリスクが低減する令和５年度から、積極的に地域保護者連携による行事を充実し、児童の実感を伴った経験や、人との関わ

りを豊かに展開したいと考えています。子供たちが様々なことに自信をもって取り組めるように、子供たちへの声援をどうぞよろしくお願いします。 

 

（３）その他（学校教育活動全般について）  

・開かれた学校づくり協議会による「みどりボランティア」の皆様のサポートによる栽培活動の充実、足立生物園・桑袋ビオトープ公園の支援による 

腐葉土づくりやビオトープ新設計画の実施等々、SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の視点から環境教育の充実を図っ 

て参ります。  

・開かれた学校の実現、地域家庭との連携強化に向けて、ホームページの質的改善など広報活動の充実を推進します。 

 

 
 


